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Event: Deleuze on Newness）と、エリザベス・ウィードによる、リュス・イリガライに見る
クリティークの困難を扱った論文（Luce Irigaray and the Question of Critique）とを紹介する。 
 
2. “the new in the making”——ドゥルーズの新しさと信じること  
 2 節では、パオラ・マラッティの論文の概略を述べる。 




 さて、ドゥルーズによれば、「ベルクソンは、永遠性の問題のかわりに、“the new in the 
making”の問題を問うことによって哲学を変容させた」(p. 17)というのだが、マラッティに
よれば、「この主張は、明快であるにもかかわらず、少なからず謎めいている」(ibid.)。そ






















 このようなプロセスこそが、ドゥルーズ言うところの“the new in the making”である。す
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ものを、しかし何か汲み取ってアカデミックな表現をしたいと望む者にとっては、本書に
よって、欠如や不可知なものへの感受性を、言葉や学問の知へと還元するための手がかり
が与えられるのではないだろうか。 
 
〔京都大学大学院修士課程・哲学〕 
